
倫 理 審 査 委 員 会

【令和 6 年度 第 2 回】

■ 日 時 ： 令和６年７月 1 日（月）18 時００分～18 時 40 分

■ 場 所 ： 応接室

■ 委 員 ：

（出席者）

○大田診療科長《委員長》 ○吉川看護部次長《副委員長》 ○島田事務局長

○菊地医長 ○木村看護部主幹

○木村 外部招聘委員 ○峯尾 外部招聘委員 ○岩﨑 外部招聘委員

○関原経営企画課長 〇小松薬剤科長

○堀田総務課長（委員会事務局）

（欠席者）○中本診療科長

１ 議 題

（１）迅速審査の結果報告

【説明と同意書 － 改訂】

〔審査結果〕承認

既に委員会の承認を得ている「説明と同意書」の軽微な変更と判断し、委員会要

綱第７条の規定により、委員長による「迅速審査」とした。

＜申出者：外科 副院長 福島 剛＞

・71 胃の手術に関する説明と同意書

・72 結腸の手術に関する説明と同意書

・73 直腸の手術に関する説明と同意書

・75 乳癌の手術に関する説明と同意書

・77 鼠径（そけい）ヘルニア根治術に関する説明と同意書

・111 急性虫垂炎の手術に関する説明と同意書

・114 腹膜炎の手術に関する説明と同意書

＜申出者：診療科長（眼科担当） 田下 亜佐子＞

・141 硝子体内注射（糖尿病黄斑浮腫）に関する説明と同意書

・142 硝子体内注射（ＢＲＶＯ）に関する説明と同意書

・143 硝子体内注射（加齢黄斑変性）に関する説明と同意書

・144 硝子体内注射（強度近視）に関する説明と同意書

〔委員会結果〕 報告済み



（２）審議事項

① 【説明と同意書 － 制定】

「吸引式乳腺組織生検に関する説明と同意書」

                      ＜申出者：外科 副院長 福島 剛＞

〔審議結果〕 修正の上で承認

提出された資料に基づき審議を行った結果、患者の理解が深まるよう明確に説明しており、

倫理的・科学的な観点から妥当であると認められるので、「説明と同意書」として制定し、こ

れを使用することを承認する。ただし、承認にあたり、説明と同意書の一部を修正する。

② 【 説明と同意書 － 制定 】

「オンコタイプ Dx 乳癌再発スコアプログラム同意書」

                      ＜申出者：外科 副院長 福島 剛＞

〔審議結果〕 承認

提出された資料に基づき審議を行った結果、患者の理解が深まるよう明確に説明しており、

倫理的・科学的な観点から妥当であると認められるので、「説明と同意書」として制定し、こ

れを使用することを承認する。

③ 【 説明と同意書 － 制定 】

「てんかんの手術に関する説明と同意書」

                  ＜申出者：脳神経外科 診療科長 鎌田恭輔＞

〔審議結果〕 修正の上で承認

提出された資料に基づき審議を行った結果、患者の理解が深まるよう明確に説明しており、

倫理的・科学的な観点から妥当であると認められるので、「説明と同意書」として制定し、こ

れを使用することを承認する。ただし、承認にあたり、説明と同意書の一部を修正する。

    

（3）審査事項

①【 臨床研究 － 新規 】

抗がん剤治療安心パンフレットの活用状況を明らかにする

～患者のセルフケア向上に繋がる、パンフレットの効果的な活用方法を見出す

                   ＜申出者：第一外来 看護師 赤平祐巳子＞

〔審議結果〕 承認

当院で本研究を行うことの可否について、研究計画書等の資料に基づき審査を行った結果、

研究の目的、対象者、実施方法、倫理的な配慮に関する事項について、いずれも倫理的・科学

的な観点から妥当であると判定し、これを承認する。



②【 臨床研究 － 新規 】

多数の入退職に対応した手術室育成計画の評価

～アンケートによる振り返りから今後に向けて～

                   ＜申出者：手術室 看護係長 藤間 美紀＞

〔審議結果〕 承認

    当院で本研究を行うことの可否について、研究計画書等の資料に基づき審査を行った結果、

研究の目的、対象者、実施方法、倫理的な配慮に関する事項について、いずれも倫理的・科学

的な観点から妥当であると判定し、これを承認する。

２ その他

・次回の開催は、９月２日（月）を予定する。


